
同
志
社
百
年
に
寄
せ
て

私
と
同
志
社
は
、
私
自
身
わ
ず
か
四
年
間
在
学
し
た
だ
け
な
の
に

そ
の
後
色
々
関
係
が
深
く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
四
年
間
は
旧
制
の

中
学
で
、
私
の
学
年
は
四
年
生
と
五
年
生
が
一
緒
に
卒
業
し
九
と
い

う
、
あ
と
に
も
さ
き
に
も
な
い
学
年
で
し
た
。
終
戦
直
前
で
動
員
の

伊
丹
の
工
場
か
ら
卒
業
式
に
学
校
へ
帰
り
、
翌
日
又
工
場
に
戻
っ
た

よ
う
な
頃
で
し
た
。

終
戦
後
、
東
示
歯
科
大
を
出
て
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ユ
ー
ヨ
ー

ク
で
一
年
間
小
児
歯
科
を
専
攻
し
、
翌
年
ボ
ス
ト
ン
の
児
童
歯
科
医

院
へ
来
た
時
か
ら
又
同
志
社
と
近
く
な
っ
た
様
で
す
。
新
島
先
生
がな

が

は
じ
め
て
ア
メ
リ
カ
に
上
陸
さ
れ
九
港
ボ
ス
ト
ン
に
、
こ
ん
な
に
、
永

く
任
む
と
は
そ
の
時
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
事
で
し
た
。
私
も
そ

ろ
そ
ろ
ボ
ス
ト
ン
へ
来
て
二
十
五
年
に
な
ら
ん
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
間
色
々
な
方
々
が
ボ
ス
ト
ン
を
訪
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
掬
科
関

係
?
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ッ
州
小
児
歯
科
学
会
長
1
 
一
九
六
六
1
 
一
九
六
七
)
、
ロ

ー
タ
リ
ー
関
係
(
ニ
ュ
ー
ト
ン
 
0
 
ー
タ
リ
ー
会
長
1
 
一
九
七
0
1
 
一
九
七
一
)
、

京
都
市
関
係
(
ボ
ス
ト
ン
と
京
都
は
姉
妹
都
市
で
、
現
在
ボ
ス
ト
ン
側
の
委

員
会
の
副
会
長
)
、
同
志
社
関
係
(
校
友
会
ボ
ス
ト
ン
支
部
長
)
等
の
方
々

が
訪
ね
て
下
さ
い
ま
す
。
中
で
も
同
志
社
の
方
々
が
来
ら
れ
る
度

に
、
日
本
に
お
け
る
同
志
社
の
発
展
ぷ
り
を
聞
く
事
は
、
私
に
と
っ

て
大
変
う
れ
し
い
事
の
一
つ
で
す
。
又
、
そ
の
方
々
の
お
伴
を
し

て
、
色
々
新
島
先
生
の
関
係
深
か
っ
た
所
を
訪
ね
る
事
が
出
来
る
の

は
、
大
変
に
幸
せ
な
事
で
す
。

堀

内

有
賀
鉄
太
郎
先
生
と
一
諸
に
ア
ン
ド
ー
バ
ー
ニ
ユ
ー
ト
ン
神
学
校

を
訪
ね
、
デ
ー
ン
ダ
ブ
ニ
ー
の
案
内
で
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
あ
る
新

島
先
生
の
記
念
品
や
お
手
紙
等
を
拝
見
し
、
当
時
の
先
生
の
御
苦
労

を
偲
び
ま
し
た
。
又
、
村
田
竹
次
郎
元
校
友
会
長
と
一
緒
に
ア
ー
モ

実
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ス
ト
大
学
を
訪
問
し
、
ジ
,
ン
ソ
ン
チ
¥
ペ
ル
の
右
正
面
に
か
か
げ

て
あ
る
新
島
先
生
の
肖
像
画
を
拝
見
し
、
戦
争
中
で
も
そ
れ
を
外
さ

な
か
っ
た
と
い
う
お
話
を
聞
き
感
心
し
ま
し
た
。
又
、
当
時
の
コ
ー

ル
総
長
宅
へ
昼
食
に
招
か
れ
、
コ
ー
ル
先
生
か
ら
、
「
こ
の
食
器
は
新

島
先
生
在
学
当
時
か
ら
、
歴
代
の
総
長
が
使
っ
て
い
る
も
の
で
、
き

つ
と
新
島
先
生
も
い
つ
か
こ
の
食
器
で
食
事
を
さ
れ
た
事
が
あ
っ
た

筈
で
す
。
」
と
'
わ
れ
感
慨
無
量
で
食
事
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
も
同
志
社
か
ら
の
方
々
を
御
案
内
し
て
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に

行
き
ま
す
が
、
あ
の
時
の
事
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
0

ボ
ス
ト
ン
近
郊
に
は
、
種
々
新
島
先
生
や
同
志
社
に
関
係
の
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
ハ
ー
デ
ィ
船
長
宅
も
ボ
ス
ト
ン
で
有
名

な
ビ
ー
コ
ン
ヒ
ル
の
一
角
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
間
火
事
の
た
め
に

中
を
大
分
ひ
ど
く
や
ら
れ
九
よ
う
で
残
念
で
す
0

私
が
小
児
歯
科
専
門
で
開
業
し
た
所
が
、
ア
ン
ド
ー
バ
ー
ニ
ユ
ー

ト
ン
神
学
校
の
す
ぐ
そ
ぱ
で
す
。
学
校
は
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、

私
の
診
療
所
は
そ
の
丘
の
ふ
も
と
で
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
来
る
電
車
の

駅
の
前
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
先
生
が
行
か
れ
た
当
時
の
学
校
は

ア
ン
ド
ー
バ
ー
と
い
う
所
で
す
が
、
今
は
そ
の
学
校
と
ニ
ユ
ー
ト
ン

の
学
校
が
一
緒
に
な
り
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
市
に
ア
ン
ド
ー
バ
ー
ニ
ユ
ー

ト
ン
神
学
校
と
な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。
今
で
も
時
々
同
志
社
卒
業

生
が
こ
の
学
校
に
勉
強
の
た
め
に
来
て
い
ま
す
0

は
じ
め
に
こ
の
原
稿
は
同
志
社
創
立
百
年
祭
に
間
に
合
う
よ
う
に

と
の
事
で
し
た
が
、
つ
い
に
お
く
れ
て
今
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
百
年
祭
は
大
変
盛
大
に
行
わ
れ
た
由
で
感
謝
な
事
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
国
鉄
の
ス
ト
で
大
勢
の
方
々
が
参
加
出
来
な
か
っ
た
と

か
聞
き
ま
し
た
。
残
念
な
事
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
も
今
年
は
二
百
年

祭
で
、
あ
ち
こ
ち
で
色
々
な
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
ボ
ス
ト

ン
は
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
の
発
祥
地
と
高
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
都
市
の

た
め
、
全
市
を
あ
げ
て
種
々
な
催
し
も
の
が
あ
り
ま
す
0
 
ボ
ス
ト
ン

マ
ラ
ソ
ン
の
あ
る
日
(
四
月
一
九
旦
が
あ
の
独
立
戦
争
の
始
ま
っ
た
日

で
す
。
今
年
は
船
橋
京
都
市
長
一
行
も
そ
の
日
に
来
ら
れ
る
事
に
な

つ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
は
二
百
年
、
同
志
社
も
創
立
百
年
か
ら
二
百
年
に
向
か

つ
て
、
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ん
事
を
心
よ
り
祈
っ
て
ぺ
ン
を
摺
き
ま

す
。

(
昭
和
二
十
年
中
学
卒
・
同
志
社
校
友
会
ボ
ス
ト
ン
支
部
長
)
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母
校
英
文
学
科
か
ら
起
っ
た

母
校
百
年
の
輝
か
し
い
歴
史
の
中
に
あ
っ
て
、
小

さ
い
事
な
が
ら
、
特
異
な
こ
と
は
、
日
本
最
初
の
小

劇
場
で
あ
る
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
小
劇
場
が
、
同

志
社
大
学
英
文
学
科
学
生
の
芸
術
運
動
か
ら
始
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
大
正
七
年
の
こ
と
で

す
が
、
専
門
学
校
か
ら
大
学
に
な
っ
た
ぱ
か
り
の
英

文
学
科
学
生
は
ど
く
少
数
で
、
大
正
六
年
卒
組
は
僅

か
三
人
で
、
う
っ
か
り
欠
席
す
る
と
、
授
業
に
先
生

が
見
え
て
も
、
学
生
は
一
人
も
い
な
い
と
い
う
申
訳

な
い
こ
と
も
起
る
の
で
、
彼
等
は
翌
日
の
出
欠
席
に

つ
い
て
い
つ
も
打
合
せ
を
し
て
い
ま
し
た
。
翌
大
正

し
く
よ
い
本
だ
、
と
語
ら
れ
た
の
を
聞
い
て
、
さ
も

あ
り
な
ん
と
、
母
校
と
先
生
を
な
つ
か
し
く
偲
ん
だ

こ
と
も
あ
り
ま
し
九
J
 
ロ
ン
バ
ー
ド
教
授
の
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
授
業
の
仕
上
げ
に
は
、
学
生
が
パ

ー
ト
を
持
っ
て
の
暗
調
か
ら
演
技
に
及
び
ま
し
た
。

同
級
生
田
辺
主
計
君
の
マ
ク
ベ
ス
夫
人
の
好
演
技
は

今
で
も
目
に
仂
佛
し
て
い
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。
(
こ
れ
も
後
年
、
大
正
十
二
年
英
文
学
科

卒
高
橋
源
次
氏
が
、
「
前
明
治
学
院
大
学
長
、
文
学

博
士
、
高
橋
源
次
先
生
」
と
し
て
静
岡
県
高
校
英
語

研
究
会
に
迎
え
ら
れ
て
講
演
し
九
時
、
講
演
中
に
は

イ
ギ
リ
ス
留
学
中
の
話
し
が
多
か
っ
た
が
、
あ
と
で

私
と
の
対
話
で
は
、
ロ
ン
バ
ー
ド
教
授
の
存
在
を
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
九
。
)

留
学
か
ら
帰
っ
九
ぱ
か
り
の
若
い
園
頼
三
教
授

霞
△
の
「
最
近
の
芸
術
思
潮
」
は
、
文
芸
の
創
作
活

動
に
興
味
を
持
つ
学
生
に
強
い
影
響
を
与
え
ま
し

九
0
 
そ
う
し
た
学
生
の
内
、
大
正
六
年
英
文
学
科
卒

鈴
木
三
郎
霞
人
)
、
福
原
久
造
(
故
人
)
、
七
年
卒
行
方

薫
雄
、
神
学
部
の
大
島
豊
蔽
人
)
、
神
学
部
か
ら
京

都
帝
大
英
文
学
科
に
転
じ
た
野
淵
昶
霞
人
)
ら
は
田

辺
主
計
の
家
に
時
々
集
ま
っ
て
、
レ
コ
ー
ド
を
聴

き
、
或
い
は
自
分
の
創
作
を
読
み
、
或
い
は
感
想
を

語
り
合
い
ま
し
九
。

七
年
卒
組
は
十
人
(
予
科
の
時
は
二
百
人
位
あ
っ
た
が
)
、

自
然
、
小
ノ
数
精
鋭
と
い
う
結
果
に
な
り
、
教
授
と
学

生
、
ま
た
学
生
間
の
交
流
が
親
し
く
、
い
わ
ゆ
る
切

磋
琢
磨
が
よ
く
行
わ
れ
ま
し
九
。
当
時
英
文
学
科
主

任
教
授
は
、
直
読
直
解
式
訳
法
で
有
名
だ
っ
た
浦
口

文
治
氏
、
外
人
教
師
の
主
任
は
、
ハ
ー
ヴ
ブ
ー
ド
大

出
身
の
ロ
ン
バ
ー
ド
教
授
で
し
た
。
(
後
年
あ
る
知

名
な
演
出
家
が
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
を
上
演
す
る
時
、

台
本
は
坪
内
造
途
訳
を
使
っ
九
が
、
原
文
を
よ
く
理

解
し
た
い
時
は
、
浦
口
文
治
氏
著
「
新
評
註
ハ
ム
レ

ツ
ト
」
を
参
照
し
九
。
あ
の
本
は
評
註
が
非
常
に
詳

行
方
薫
雄

ヴ
ィ
タ
ー
ル
小

二に
^

.
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彼
ら
は
園
教
授
の
影
細
で
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
「
創

造
の
進
化
」
の
生
命
の
躍
動
こ
そ
が
芸
術
創
作
の
根

源
で
あ
る
と
信
じ
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
エ
ラ
ン

ヴ
ィ
タ
ー
ル
協
会
と
呼
び
、
内
に
燃
え
る
生
命
の
焔

を
か
き
立
て
て
、
活
動
を
起
す
機
会
を
ね
ら
っ
て
い

ま
し
九
。

そ
の
第
一
回
講
演
会
を
、
一
九
一
八
年
尖
正
七
年
)

二
月
二
日
午
後
六
時
半
か
ら
、
伺
志
社
青
年
会
館
で

開
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
ぺ
ン
霄
き
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

ネ
、

一
、
序
詞
林
敬
直
矣
正
十
年
英
文
学
科
卒
、
当
時

予
科
在
籍
、
故
人
)

一
、
英
詩
壇
(
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
以
降
)
鈴
木
三
郎

一
、
絵
画
と
音
楽
と
の
交
渉
園
頼
三
教
授

一
、
近
代
音
楽
数
種
書
音
機
使
邑
田
辺
主
計

挨
拶
に
は
、
「
新
し
き
酒
は
古
き
皮
嚢
に
盛
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
若
い
者
の
心
は
、
古
き
因
襲
に
囚

え
ら
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
伺
物
か
が
常
に
心
中
に

醸
酵
し
て
い
る
我
々
は
、
事
毎
に
不
満
を
感
じ
ま

す
。
大
き
な
声
で
叫
び
た
い
」
と
あ
り
ま
す
。

鈴
木
は
学
究
的
、
田
辺
は
繊
細
な
み
ず
み
ず
し
い

感
覚
を
持
つ
詩
人
肌
、
真
塾
な
中
に
ほ
と
ば
し
る
激

し
い
情
熱
は
、
何
か
新
し
い
芸
術
運
動
が
起
る
こ
と

を
予
告
す
る
よ
う
な
期
待
を
、
聞
く
人
に
与
え
ま
し

た
。

次
い
で
自
分
た
ち
の
考
え
を
最
も
よ
く
形
象
化
す

る
た
め
、
講
演
よ
り
更
に
行
動
的
で
あ
る
演
劇
を
や

ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
野
淵
昶
、
福
原
久
造
は
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
演
劇
の
研
究
を
し
て
い
た
し
、
大
島
豊

は
北
大
林
学
部
出
で
、
信
仰
か
ら
、
青
山
学
院
を
経

て
、
同
志
社
の
神
学
部
に
入
っ
た
も
の
で
、
し
ぱ
ら

く
文
芸
協
会
(
坪
内
迫
逵
主
宰
、
明
治
三
十
九
年
1
大
正

二
年
)
に
い
九
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
演
劇
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
の
も
自
然
の
経
過
で
あ
り
ま
し

た
。
当
時
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
白
樺
派
の
作

品
が
青
年
に
よ
く
読
ま
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
白
樺

派
の
武
者
小
路
実
篤
の
「
未
能
力
者
の
仲
間
」
を
取

り
上
げ
、
大
正
七
年
四
月
、
同
志
社
青
年
会
館
で
上

演
し
ま
し
九
。
そ
の
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

第
一
部
武
者
小
路
実
篤
作

「
未
能
力
者
の
仲
間
」
一
幕

司
会
者
福
原
久
造

で
し
た
。
懇
談
の
際
に
京
大
の
新
村
出
教
授
、
三
高

程
に
一
夙
さ
の
成
瀬
無
極
教
授
、
京
都
日
の
出
新
聞

岩
田
記
者
、
毎
日
新
聞
神
田
記
者
か
ら
、
非
常
に
期

待
を
か
け
た
激
励
が
あ
り
、
再
演
を
勧
め
ら
れ
た
。

素
人
ら
し
い
素
朴
な
、
内
面
の
表
現
に
真
卒
さ
が
あ

'
ち
え

り
、
一
杯
の
熱
気
が
場
内
に
漂
っ
た
。
勿
論
演
技
は

稚
拙
で
あ
っ
た
が
、
本
質
を
探
究
す
る
謙
虚
な
率
直

さ
が
、
か
え
っ
て
魅
力
と
な
っ
九
よ
う
で
す
。
呼
吸

ま
で
も
感
じ
ら
れ
る
狭
い
部
屋
で
上
演
す
る
よ
さ
が

あ
っ
た
訳
で
す
が
、
せ
り
ふ
の
充
分
に
は
い
っ
て
い

な
い
大
島
君
は
、
見
物
か
ら
は
見
え
な
い
欄
間
の
蔭

に
は
っ
て
お
い
九
、
大
き
い
字
で
書
い
た
カ
ン
ニ
ン

グ
・
ペ
イ
バ
ー
を
盗
み
見
で
き
な
く
て
大
弱
り
し
ま

し
た
。
彼
は
創
立
記
念
日
の
前
夜
祭
に
、
チ
ャ
ペ
ル

で
、
「
ヴ
エ
ニ
ス
の
商
人
」
の
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
を
西
洋

歌
餐
伎
の
よ
う
な
大
演
技
で
や
っ
て
の
け
、
人
気
を

沸
か
せ
た
け
れ
ど
、
今
度
は
冷
汗
の
か
き
通
し
で
し

九
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
小

劇
場
は
、
ま
だ
伝
統
の
な
い
新
劇
の
演
技
を
開
拓
す

る
た
め
に
、
従
来
の
歌
銑
伎
、
新
派
の
よ
う
に
、
型

に
よ
っ
て
外
形
を
作
る
よ
り
も
、
自
分
で
創
り
出
し

九
演
技
を
探
り
あ
て
る
述
動
を
始
め
九
の
で
す
か

ら
。
人
閻
性
を
回
復
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
が
、
、
ハ
ッ
ク
・

配
役先

生
野
淵
昶

A
 
(
学
生
)
田
辺
主
計

B
・
(
同
)
行
方
薫
雄

X
 
(
宗
教
家
)
大
島
豊

小
使
川
村
正
太
郎
矣
正
七
年
英
文
学
科
患

第
二
部
懇
話
会
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第
三
回
試
演
後
大
丸
ホ
ー
ル
舞
台
前
で
影

第
一
列
(
向
っ
て
左
よ
り
)
中
堀
愛
作
、
片
山
春
一
、
佐

野
篤
、
手
塚
竜
麿
、
野
淵
昶
行
方
薫
雄
(
野
淵
、
行
方
は
扮

装
の
ま
ま
)
、
一
人
お
い
て
、
福
原
夫
人
、
行
方
妹
。

第
二
列
二
人
目
、
中
村
弥
三
郎
、
般
川
未
乾
、
成
瀬
無
極
、

有
島
武
郎
、
新
村
夫
人
、
大
島
豊
、
佐
藤
芳
資
、
林
敬
直
。

第
三
列
二
人
貝
福
原
久
造
、
田
尻
一
夫
、
一
人
お
い
て

蕨
浦
洸
。

M、

ト
ゥ
・
ネ
イ
チ
ャ
】
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
九
よ
う
に
、

バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ア
マ
チ
ユ
ア
を
キ
一
ツ
チ
・
フ
レ

ー
ズ
と
し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
も
っ
と
後
の
こ
と
で

す
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
の
研
究
会
の
席
で
、
茨
木

應
氏
が
、
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
は
ア
マ
チ
ユ
ア
演

劇
の
兀
祖
だ
ね
、
と
い
っ
九
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

本
当
だ
と
思
い
ま
し
九
。
こ
の
試
演
の
挨
拶
に
も
こ

う
あ
り
ま
す
0

「
私
等
は
み
な
素
人
で
す
。
私
等
の
芸
術
は
幼
稚

で
す
。
そ
の
か
わ
り
荒
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。
本
当

の
も
の
を
目
指
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し

て
居
り
ま
す
。
私
等
は
群
集
や
其
他
の
情
実
の
九

め
汚
さ
れ
な
い
つ
も
り
で
す
。
私
等
は
努
力
し
ま

す
。
ク
タ
バ
リ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も

正
し
い
道
か
ら
踏
外
さ
ず
に
進
ん
で
行
き
ま
す
。

私
等
の
中
に
は
そ
の
力
だ
け
が
あ
る
つ
も
り
で

す
。
今
は
ホ
ン
ト
に
幼
稚
で
す
が
、
そ
の
内
に
何

か
出
来
る
事
と
信
じ
て
居
ま
す
。

此
度
「
未
能
力
者
の
仰
間
」
を
上
演
す
る
こ
と
に

し
ま
し
九
。
私
等
は
自
分
異
術
に
期
待
を
持
っ

て
戴
け
よ
う
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
そ
う
思
う
こ
と

は
偕
越
で
す
。
ま
だ
本
当
の
未
能
力
者
で
す
か

ら
。
し
か
し
い
つ
ま
で
も
未
能
力
者
で
い
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
努
力
を
続
け
ま
す
。
此

度
の
試
演
で
見
限
ら
ず
に
好
意
を
持
っ
て
戴
け
ば

有
難
い
の
で
す
。
」

激
励
に
こ
た
え
て
五
月
十
八
日
、
同
じ
場
所
で

、

「
未
能
力
者
の
仲
間
」
の
再
演
と
共
に
、
同
じ
作
者
の

「
あ
る
青
年
の
夢
」
を
上
演
し
た
。
未
熟
な
演
技
を
越

え
る
新
鮮
な
活
力
が
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
、
来
会

者
に
非
常
な
感
銘
を
与
え
ま
し
九
。

大
島
豊
は
北
大
の
恩
師
有
島
武
郎
氏
を
同
志
社
の

英
文
学
科
に
招
璃
す
る
下
ご
し
ら
え
を
す
る
う
ち
、

氏
の
紹
介
で
、
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
協
会
は
、
ロ

ダ
ン
の
小
品
彫
刻
を
多
数
含
む
白
樺
美
術
展
を
催
し

武
者
小
路
氏
が
新
し
き
村
建
設
に
九
州
に
行
く
途
次

三
条
の
Y
M
C
A
で
新
し
き
村
の
会
を
開
き
、
行
方

が
司
会
を
つ
と
め
ま
し
九
。
有
島
武
郎
氏
が
同
志
社

大
学
に
春
秋
二
回
来
訥
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
第
一

回
は
、
一
般
学
生
の
六
め
に
チ
,
ペ
ル
で
講
演
し
、

定
期
の
講
義
は
、
当
時
の
予
科
生
を
対
線
に
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
九
が
、
授
業
に
も
、
知
識
の
切

り
元
り
で
は
な
く
、
人
間
関
係
を
大
事
に
す
る
人
で
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あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
大
島
は
ま
た
柳
宗

悦
氏
を
も
客
員
講
師
に
招
聰
す
る
こ
と
に
尽
力
し
ま

し
九
が
、
従
っ
て
、
兼
子
夫
人
の
ア
ル
ト
を
京
都
人

が
聞
け
る
機
会
が
多
く
な
っ
九
こ
と
も
、
そ
の
功
績

の
一
つ
で
し
た
。

エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
伺
人
は
有
島
武
郎
、
中
馬

兄
弟
倫
演
会
を
、
京
大
の
Y
M
C
A
ホ
ー
ル
で
開

き
ま
し
た
が
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
懸
賞
小
説
に
当
選

し
て
文
壇
に
デ
ビ
ユ
ー
し
た
野
村
愛
正
が
、
有
島
氏

の
講
義
を
聞
く
た
め
来
て
い
九
の
も
需
に
加
え
た

九
め
、
聴
衆
を
さ
ぱ
き
切
れ
な
い
程
の
盛
況
で
し
た
。

同
志
社
青
年
会
館
に
お
け
る
二
回
の
試
演
に
、
カ

強
い
激
励
を
う
け
、
勇
気
を
得
て
、
は
じ
め
て
外
部

で
、
外
部
に
対
し
、
公
演
と
い
っ
て
も
よ
い
程
大
規

模
の
上
演
を
持
と
ぅ
と
決
心
し
、
私
の
止
泥
、
粧

木
町
捌
川
東
入
、
佐
野
方
を
劇
剛
事
務
所
と
し
、
着

々
と
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
上
演
戯
曲

を
秋
田
雨
雀
作
「
少
年
の
死
」
全
幕
六
節
)
、
伺
「
三

つ
の
魂
」
(
二
垂
と
定
め
、
当
時
京
都
第
一
の
口
ー

カ
ル
紙
、
京
都
日
の
出
新
聞
に
、
岩
田
記
者
の
尽
力

で
、
一
頁
を
さ
い
て
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
号
と
し

て
も
ら
い
、
戯
曲
、
作
者
、
小
劇
場
に
つ
い
て
、
高

倉
卸
、
野
淵
、
打
方
が
書
き
、
岡
士
讐
、
同
年
会
館
で

伊
庭
孝
、
籌
、
行
方
の
三
人
で
、
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ

タ
ー
ル
小
劇
場
演
劇
講
演
会
を
開
き
、
P
R
に
つ
と

め
、
一
方
、
鳥
丸
丸
太
町
に
あ
る
大
丸
呉
服
店
主
の

自
宅
を
訪
問
し
て
、
同
店
催
物
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ

周
囲
を
新
劇
鉄
台
ら
し
く
設
備
し
、
ド
ン
帳
に
、
布

で
E
I
A
N
 
・
 
V
1
T
A
L
の
文
字
を
縫
い
取
り

'
6

し
、
貸
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
、
 
O
K
し
て
貰
い
ま

し
た
。い

よ
い
よ
大
正
七
年
卜
一
打
十
五
日
(
金
)
、
十
六

日
(
士
)
、
十
七
日
(
日
)
の
三
日
間
、
午
後
六
時
三

十
分
よ
り
、
日
木
最
初
の
小
劇
場
が
、
築
地
小
劇
場

0
い

よ
り
六
年
前
に
、
遂
に
幕
を
上
げ
ま
し
た
。
後
年
土

方
与
志
氏
に
お
会
い
し
九
時
、
「
私
は
学
生
時
代
、
エ

ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
」
と
語
ら

れ
ま
し
た
。
小
劇
場
と
い
う
の
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ

な
い
し

磊
行
し
て
い
九
、
含
人
乃
至
五
百
人
位
の
観
客

を
収
容
し
て
、
細
か
い
点
ま
で
も
表
現
し
、
獅
台
と

兒
物
と
が
よ
く
融
合
で
き
る
こ
と
を
意
図
し
た
り
ト

シ
ア
タ
ー
を
訳
し
た
も
の
で
、
素
人
が
既
成
の

ル演
技
を
模
倣
し
な
い
で
、
劇
場
以
外
の
場
所
で
、
新

し
い
演
劇
を
樹
立
し
よ
う
と
し
九
の
で
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
印
刷
し
た
「
趣
旨
」
の
中
に
、
「
本
劇
場
は

エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
の
芸
術
上
の
研
の
一
つ
で

す
。
私
穫
正
し
い
劇
場
に
向
っ
て
進
む
も
の
で

す
。
(
中
雌
会
賀
は
経
賓
の
都
合
で
不
木
糸
ら
蛾

新
島
甕
の
生
涯

(
J
・
D
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
茗
・
北
畑
・
需
訳
)

同
志
社
校
友
公

新
島
嬰
沓
慕
(
黒
社
編
)
 
1
岩
波
文
嫌

岩
波
書
店

新
島
襄
先
生
(
徳
富
蘇
峯
著
)
同
志
社
出
版
部

新
島
襄
1
人
と
思
想
(
魚
木
中
竺
著
)

同
志
社
出
版
部

新
島
襄
(
薊
木
消
一
茗
)
黒
社
出
版
部

新
島
先
生
と
得
沫
崇
(
森
棗
謡
)

新
島
襄
研
究
参
考
図

芽
 
K
0
仁
口
⑩
円
ご
ご
m

同
志
社
校
友
会

新
島
先
生
書
簡
集
1
続
(
森
中
章
光
編
)

同
志
社
校
友
会

雑
誌
「
新
島
研
究
」
黒
社
新
島
研
究
会

新
島
嬰
(
和
里
一
茗
)

日
張
悩
教
団
出
版
局

※
比
"
擶
需
{
し
や
す
い
も
の
を
掲
峨

伺
志
社
九
寸
年
小
史

(
同
志
社
社
史
史
料
編
集
所
編
)

社

同

社

向

JD'



き
ま
す
0
 
:
:
・
・
」
と
あ
り
ま
し
九
0
 
そ
し
て
会
費
は

金
三
十
銭
で
し
た
。
今
葉
書
は
二
十
円
で
、
当
時
の

は
一
銭
五
厘
で
し
た
か
ら
、
今
は
お
よ
そ
一
千
倍
と

す
る
と
、
三
十
銭
の
入
場
料
は
今
で
は
お
よ
そ
三
百

円
と
な
り
ま
す
。
金
の
話
の
つ
い
で
に
い
え
ぱ
、
上

演
後
、
大
丸
呉
服
店
は
、
設
備
の
布
代
二
百
四
十
円

の
請
求
書
を
示
し
て
、
そ
れ
を
無
料
に
し
て
く
れ
ま

し
九
。
非
常
に
あ
り
が
九
く
て
、
古
い
京
都
に
不
思

議
に
新
し
い
事
が
生
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
高
く
評
価

し
て
、
こ
れ
を
助
け
る
精
神
が
行
き
渡
っ
て
い
る
か

ら
だ
、
と
も
思
い
ま
し
九
。

キ
ャ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
し
九
。

第
一
部
秋
田
雨
雀
作
「
少
年
の
死
」

配
役中

学
生
(
劇
の
主
人
公
)
手
塚
竜
麿
(
大
正
十

年
英
文
学
科
卒
、
当
時
予
科
在
籍
)

同
藤
浦
洸
(
神
学
部
予
科
中
退
、
後
に
N
H
K

『
二
十
の
鼻
」
に
出
演
)

陸
軍
中
尉
中
村
弥
三
郎
貫
文
学
科
中
退
当

時
予
科
在
籍
)

教
師
行
方
薫
雄

医
師
佐
野
篤
(
行
方
止
宿
先
の
主
人
)

主
人
佐
藤
芳
資
吊
役
所
吏
旦

そ
の
弟
飯
義
寿
矣
正
八
年
英
文
学
科
卒
、
故
人
)

そ
の
娘
行
方
の
妹

第
二
部
秋
田
雨
雀
作
「
三
つ
の
魂
」

配
役長

兄
野
淵
昶

次
兄
福
原
久
造

弟
行
方
薫
雄

教
師
片
山
春
一
矣
正
十
年
英
文
学
科
卒
、
当
時

予
科
在
籍
)

肖
年
林
敬
直
面
有
故
人
)

次
兄
の
妻
福
原
夫
人

そ
の
娘
外
部
の
人

第
三
の
労
働
者
田
尻
一
夫
靈
文
学
科
予
科
在

籍
、
故
人
)

装
置
中
堀
愛
作
、
船
川
未
乾

私
の
止
宿
し
て
い
た
佐
野
篤
氏
宅
に
は
広
い
二
階

が
あ
っ
た
の
で
、
劇
団
事
務
所
や
稽
古
場
に
使
っ
て

い
た
が
、
稽
古
の
時
に
有
島
武
郎
氏
、
成
瀬
無
極
氏

も
見
え
、
総
裕
古
の
時
は
竹
久
多
二
氏
も
見
え
た
り

中
々
賑
や
か
で
し
九
。
な
お
劇
団
顧
問
と
し
て
秋
田

雨
雀
氏
、
長
田
秀
雄
氏
を
お
願
い
し
、
相
談
役
に
は

新
村
出
氏
、
有
島
武
郎
氏
、
成
瀬
無
極
氏
、
後
に
は

厨
川
白
村
氏
に
も
お
願
い
し
ま
し
九
。
新
村
夫
人
、

厨
川
夫
人
は
、
女
優
の
細
か
い
世
話
か
ら
指
導
も
し

て
下
さ
れ
、
背
景
製
作
に
庭
を
お
借
り
し
九
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
宣
伝
の
応
援
を
し
て
く
れ
た
伊
庭
孝

は
神
学
部
中
退
者
で
、
当
時
口
ー
シ
ー
一
座
の
歌
劇

団
を
ひ
き
い
て
京
都
に
来
て
い
ま
し
九
。
当
時
は
珍

し
か
っ
た
ト
ー
ダ
ン
ス
の
高
木
徳
子
、
石
井
漠
、
高

モ
う

田
雅
夫
、
原
せ
い
子
、
正
邦
宏
等
、
錚
々
九
る
メ
ン

バ
ー
を
擁
し
て
い
ま
し
九
。

野
淵
氏
が
同
志
社
の
教
師
に
な
っ
て
か
ら
は
、
同

志
社
の
学
生
で
演
劇
に
た
ず
さ
わ
っ
九
人
は
多
か
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
英
文
学
科

出
身
で
著
名
な
演
劇
人
に
は
、
山
川
幸
世
粛
和
三
年

卒
、
東
京
餐
芸
学
院
教
授
、
故
人
)
、
大
岡
欽
治
(
昭
和
六

年
卒
、
大
岡
演
劇
研
究
会
主
宰
、
関
西
ア
マ
チ
ユ
ア
演
劇
の
玉

鎮
)
が
あ
り
ま
す
。

(
者
行
方
雄
氏
)

大
正
七
年
大
学
英
文
学
科
卒
。

現
在
、
静
岡
県
演
劇
連
絡
協
議
会
々
長
、
静
岡
県
文
化
協
会

理
耶
、
静
岡
市
文
化
会
諺
会
長
と
し
て
活
躍
中
。

現
住
所
三
島
市
中
田
町
五
1
二
十
二
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